
第
十
回 

芦
野
公
園
で
幻
の
観
桜
会

か

ん

ご

か

い 

昭
和
三
十
年
代
の
観
桜
会
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

い
よ
い
よ
農
作
業
が
本
格
化
す
る
前
の
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
、 

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
達
の
手
で
観
桜
会
を
造
り
楽
し
み
ま
し
た
。 

母
っ
ち
ゃ
が
作
っ
て
く
れ
た
手
料
理
を
食
べ
、 

飲
ん
で
、
踊
っ
て
、
歌
っ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て
、
手
造
り
の
観
桜
会
を 

や
り
た
い
も
の
で
す
。 

 

四
月
七
日
よ
り
参
加
者
の
募
集
受
付
を
開
始
し
ま
す
。 

日 

時 
 

平
成
二
十
九
年
五
月
三
日
（
水
曜
日
） 

午
前
十
一
時
頃
か
ら
午
後
三
時
頃
ま
で
。 

場 

所 
 

金
木
町 

芦
野
公
園
（
雨
天
の
場
合
は
芦
野
公
園
内
旧
演
芸
場
に
て
） 

集 

合 
 
 

午
前
十
時 

津
軽
鉄
道 

津
軽
五
所
川
原
駅 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
十
時
三
十
分
発
の
汽
車
で
会
場
へ
。
切
符
は
お
の
お
の
で
。 

服 

装 
 

樟
脳

し
ょ
う
の
う

か
ま
り
の
す
る
一
張
羅

い

っ

ち

ょ

う

ら

で
。 

食
べ
物 

 

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
一
～
二
品
重
箱
入
り
な
ど
の
料
理
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

飲
み
物 

 

各
自
お
好
み
の
も
の
を
ご
持
参
下
さ
い
。（
器
も
昭
和
風
な
物
を
各
自
ご
持
参
） 

《 

瓶
ビ
ー
ル
、
台
湾
バ
ナ
ナ
、
団
子
を
主
催
者
が
準
備
し
ま
す
。》 

 

募
集
人
員 

五

十

名 

（
募
集
締
切 

四
月
三
十
日 

若
し
く
は
募
集
人
員
に
達
し
次
第
） 

会 
 

費 

一
、
五
〇
〇
円
（
当
日
会
場
で
ち
ょ
う
だ
い
い
た
し
ま
す
。
） 

・
み
ん
な
で
記
念
撮
影
（
白
黒
写
真
）
午
前
十
一
時
頃 

 

・
津
軽
三
味
線
生
演
奏
他 

・
音
楽
に
合
わ
せ
て
大
合
唱 

な
ど
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん 

 

主 

催 

津
軽
鉄
道
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ 

協 

賛 

津
軽
鉄
道
株
式
会
社 

〒
〇
三
七
‐
〇
〇
六
三 

五
所
川
原
市
大
町
三
十
九 

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

〇
一
七
三)

三
四
‐
二
一
四
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ(

〇
一
七
三)

三
四
‐
二
一
四
九 

・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
き
り
と
り
せ
ん
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

幻
の
観
桜
会
申
し
込
み
（
個
々
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。） 

住 
 

所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏 
 

名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記
念
写
真
申
し
込
み 

 

す 

る
・
し
な
い 

（
送
料
と
も
一
、
〇
〇
〇
円
） 

津
軽
鉄
道
へ
の
乗
車 

 

す 

る
・
し
な
い 

申
し
込
み
先 

津
軽
鉄
道
（
株
） 

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

〇
一
七
三)

三
四
‐
二
一
四
八 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ(

〇
一
七
三)

三
四
‐
二
一
四
九 


